
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

　

   
「
笠
間
市
総
合
計
画
」が
で
き
ま
し
た

主
要
な
施
策
を
定
め
る
も
の
で
す
。

【
実
施
計
画
】

　

基
本
計
画
の
施
策
を
、
財
政
状
況

や
社
会
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応

し
な
が
ら
、
計
画
的
に
実
施
す
る
た

め
の
事
業
計
画
と
な
る
も
の
で
す
。

た
交
通
環
境
を
生
か
し
、「
陸
」

「
海
」「
空
」を
結
ぶ
地
域
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
発
展
的
に
展
開

し
、
住
ん
で
い
る
人
も
訪
れ
る
人
も

豊
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

「
文
化
交
流
都
市
」を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、「
に
ぎ
わ
い
の
創
造
」「
や

さ
し
さ
の
創
造
」「
ふ
れ
あ
い
の
創

造
」の
３
つ
を
基
本
方
針
と
し
て
、

全
て
の
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

計
画
の
構
成

　

総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
、
基
本

計
画
、
実
施
計
画
に
よ
り
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
基
本
構
想
】

　

市
の
最
上
位
に
あ
る
計
画
で
あ

り
、
目
指
す
べ
き
将
来
像
と
、
そ
の

実
現
の
た
め
の
施
策
の
大
綱
を
定
め

る
も
の
で
、
市
民
と
行
政
に
よ
る
全

般
的
な
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

【
基
本
計
画
】

　

基
本
構
想
を
実
現
す
る
た
め
に
、

施
策
の
大
綱
に
基
づ
い
た
部
門
別
の

新
笠
間
市
総
合
計
画

　

本
市
は
、
昨
年
３
月
の
合
併
以

来
、
新
市
と
し
て
の
速
や
か
な
一
体

化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
計
画
的
に
進
め
て
い

く
た
め
に
、
こ
の
た
び「
笠
間
市
総

合
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
は
、
今
後
10
年
間
の
目

指
す
べ
き
方
向
性
を
示
す
も
の
で
、

市
民
と
行
政
が
共
に
考
え
、
築
く
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

も
の
で
す
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
や
市
政
懇
談
会
、
各
種
団
体

提
案
書
等
を
と
お
し
て
、
市
民
の
皆

様
の
ご
参
加
と
ご
協
力
の
も
と
に
意

見
の
把
握
に
努
め
、ま
た
、庁
内
組
織

の
総
合
計
画
策
定
委
員
会
や
議
会
・

市
民
代
表
を
委
員
と
す
る
総
合
計
画

審
議
会
で
の
審
議
を
重
ね
、
さ
ら
に

は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
て
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

基
本
構
想
で
は
、
本
市
の
恵
ま
れ

都市都市

基本構想

基本計画

実施計画

年度 19

基本構想（10年間）

前期基本計画（５年間） 後期基本計画（５年間）

実施計画（３ヵ年） ３ヵ年計画を毎年策定

20 21 22 23 24 25 26 27 28

【計画の期間】
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住みよいまち　訪れてよいまち　笠間
みんなで創る 文化交流　文化交流　

・豊かな地域の資源を生かし、
産業をはじめとする笠間固有
の魅力と生き生きとした活力
を育み、みんなが誇れるまち
づくりを大切にします。
・地域の特性とバランスに配慮
し、一体感を育み、みんなに
愛されるまちづくりを大切に
します。

将
来
像

基　

本　

方　

針

将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
６
つ
の
柱（
施
策
の
大
綱
）

にぎわいの創造
・身近な地域から市内外まで、
“笠間”に愛着を持った人々
のふれあいを広げていくまち
づくりを大切にします。
・ふれあいを通して豊かな文化
を育み、魅力的な地域の情報
を国内外に発信し続けること
ができるまちづくりを大切に
します。

ふれあいの創造

・市民一人ひとりが尊重され、
公平・公正を基本に互いに手
を携えて自治を育むまちづく
りを大切にします。
・ユニバーサルデザインの精神
を基本に、だれもが健やかに
暮らせるまちづくりを大切に
します。

やさしさの創造

　

恵
ま
れ
た
交
通
環
境
と
地
理
的
特
性
を
最
大
限
に
生
か
し
、
活
発
な
交
流
を
支
え
る
美

し
く
機
能
的
な
都
市
空
間
を
形
成
し
ま
す
。【
主
な
取
り
組
み
】国
土
利
用
計
画
の
策
定
、
広
域

交
流
拠
点
の
整
備
、
幹
線
道
路
の
整
備
、
新
た
な
交
通
事
業
の
導
入
検
討
な
ど

広
域
交
流
基
盤
を
生
か
し
た
新
時
代
の
ま
ち
づ
く
り（
土
地
利
用
・
基
盤
整
備
）

　

笠
間
の
風
土
が
息
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
広
げ
、
市
民
の
豊
か
な
暮
ら
し
に
つ
な
が

る
活
力
あ
る
産
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。【
主
な
取
り
組
み
】観
光
振
興
基
本
計
画
の
策
定
、
農

林
業
振
興
基
本
計
画
の
策
定
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
体
制
の
整
備
、
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
の

整
備
促
進
な
ど

多
彩
な
交
流
で
飛
躍
す
る
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り（
産
業
）

　

支
え
あ
う
心
を
大
切
に
し
、だ
れ
も
が
安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
福
祉
社
会
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。【
主
な
取
り
組
み
】生
活
習
慣
病
の
予
防
対
策
、
特
定
健
康
診
査
の
実
施
、
地
域

福
祉
計
画
の
策
定
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
な
ど

共
に
支
え
あ
い
、
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り（
健
康
・
福
祉
）

　

豊
か
な
自
然
と
の
共
生
を
基
本
と
し
て
、
だ
れ
も
が
安
全
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
暮
ら
せ

る
や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
た
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。【
主
な
取
り
組
み
】生
活
道
路
の
整
備
、
公
園

管
理
体
制
の
充
実
、
生
活
排
水
ベ
ス
ト
プ
ラ
ン
の
策
定
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
支
援
な
ど

自
然
と
共
生
し
た
安
全
で
や
さ
し
さ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り（
生
活
環
境
）

　

歴
史
や
文
化
を
育
ん
で
き
た
風
土
を
大
切
に
し
、
次
代
を
担
う
人
づ
く
り
を
進
め
、
創

造
・
発
信
す
る
豊
か
な
文
化
を
育
み
ま
す
。【
主
な
取
り
組
み
】幼
児
・
児
童
の
体
験
活
動
の
充

実
、
学
校
施
設
の
整
備
、
生
涯
学
習
推
進
本
部
の
設
立
、「
笠
間
・
炎
の
祭
典
」の
開
催
な
ど

人
が
輝
き
、
豊
か
な
文
化
を
創
造
・
発
信
す
る
ま
ち
づ
く
り（
教
育
・
文
化
）

　

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
楽
し
く
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

を
実
践
し
ま
す
。【
主
な
取
り
組
み
】協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
・
条
例
の
制
定
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
団
体
の
育
成
・
支
援
、
情
報
公
開
の
総
合
的
な
推
進
な
ど

人
と
地
域
、
絆
を
大
切
に
し
た
元
気
な
ま
ち
づ
く
り（
自
治
・
協
働
）

問合せ先：企画政策課（内線５６０）

き
ず
な

は
ぐ
く
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